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若
鮎
が
躍
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

５
月
29
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
定

時
総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
会
員

の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
26
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
の

事
業
実
績
で
あ
り
ま
す
が
、
公
共
及
び
民

間
企
業
の
受
注
増
を
反
映
し
、
契
約
金
額

は
対
前
年
度
比
で
６
．
５
％
と
大
幅
な
増

加
と
な
り
、
ま
た
、
会
員
数
に
つ
い
て
も

５
年
ぶ
り
に
前
年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

全
国
的
に
は
、
こ
こ
数
年
、
契
約
金
額
、

会
員
数
共
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
な

か
に
お
い
て
、
こ
の
様
な
実
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
会
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
全
戸
配
付
や
役
職

員
に
よ
る
企
業
訪
問
等
、
就
業
機
会
の
確

保
及
び
職
域
の
拡
大
に
努
め
た
こ
と
、
更

に
は
、
会
員
の
親
切
、
丁
寧
で
完
成
度
の

高
い
仕
事
、
各
地
域
班
に
よ
る
社
会
奉 

       

仕
活
動
等
が
市
民
、
企
業
及
び
厚
木
市
の 

信
頼
を
得
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

重
ね
て
会
員
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
自
主
・
自
立
、
共

働
・
共
助
」
と
い
う
設
立
の
理
念
を
実
践

す
る
た
め
、
会
員
理
事
を
中
心
と
し
た
会

員
主
導
の
、
自
主
的
な
事
業
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
理
事
会
を
は
じ
め
、
５
つ
の
委

員
会
、
地
域
班
、
職
種
班
、
女
子
会
等
の

組
織
と
、
そ
れ
ら
の
組
織
に
係
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
１
０
０
０
人
を
超
え
る
会

員
こ
そ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
財
産
で

あ
り
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少

に
伴
う
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

高
年
齢
者
の
方
の
豊
富
な
社
会
経
験
と
優

れ
た
能
力
を
活
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
就

業
を
通
し
て
新
た
な
生
き
が
い
の
発
見
と

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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平
成
25
年
３
月
に
定
め
た
中
・
長

期
基
本
計
画
の
「
後
期
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
会
員
自
ら
が
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
や
組
織
運
営
に
参
画
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
継
続
的
に
実
施

し
な
が
ら
、
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
引
き
続

き
需
要
が
見
込
ま
れ
る
「
個
人
・
家

庭
」
の
家
事
援
助
な
ど
を
中
心
と
し

た
「
受
注
の
拡
大
」
と
と
も
に
、
特

に
女
性
会
員
の
募
集
強
化
に
よ
る

「
会
員
の
増
強
」
を
両
輪
と
し
て
「
組

織
体
制
の
充
実
」
を
図
る
た
め
、
役

員
、
会
員
等
が
一
体
と
な
っ
た
効
果

的
な
組
織
活
動
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の 

   

社
会
的
意
義
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
今
後
も
公
益
社
団
法
人
と

し
て
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
着
実

に
展
開
し
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
と
お
し
て
、
市
民
の
方
々
に
喜
ば

れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
社
会
的

使
命
を
果
た
す
た
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
組
織
統
治
）
の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
厚
木
市
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
深
め
、
本
事
業
計
画

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。 

１ 

計
画
の
視
点 

① 

会
員
の
増
強 

② 

受
注
の
拡
大 

③ 

組
織
体
制
の
充
実 

④ 

安
全
就
業
の
徹
底 

⑤ 

財
政
基
盤
の
確
立 

２ 

事
業
計
画
目
標 

① 

契
約
金
額 

４
億
１
千
万
円 

② 

会
員
数 

 
 

１
２
０
０
人 

平
成
27
年
度
の
経
常
収
益
予
算
額

は
、
４
億
６
３
８
５
万
円
で
、
主
な

内
訳
は
受
託
事
業
収
益
４
億
１
０
０

０
万
円
、
受
取
補
助
金
等
４
９
９
０

万
２
千
円
、
受
取
会
費
３
６
０
万
８

千
円
と
な
り
、
経
常
費
用
は
、
事
業

費
４
億
６
１
７
９
万
８
千
円
、
管
理

費
９
１
８
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。 

    

平
成
26
年
度
の
契
約
実
績
と
し
て

は
、
公
共
と
民
間
企
業
で
の
受
注
増

を
反
映
し
、
対
前
年
度
比
６
．
５
％

と
大
幅
な
増
加
と
な
り
、
ま
た
、
会

員
数
に
つ
い
て
も
、
５
年
ぶ
り
に
前

年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。 

全
国
的
に
は
、
契
約
金
額
、
会
員

数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
当

セ
ン
タ
ー
が
こ
の
様
な
実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
会
員
、
役

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
就
業
機
会
の

確
保
及
び
職
域
の
拡
大
に
努
め
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
中

期
的
な
展
望
を
見
据
え
な
が
ら
、
よ

り
一
層
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
セ
ン

タ
ー
運
営
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。 

平
成
26
年
度
の
事
業
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
契
約
金
額
３
億
９
２
１

２
万
４
千
円
、
会
員
数
は
１
０
６
０

人
、
就
業
実
人
員
は
１
０
４
１
人
、

就
業
率
は
９
８
．
２
％
で
、
受
託
件

数
は
４
４
３
４
件
で
前
年
の
実
績
を

若
干
下
回
っ
た
。 

                      

人
事
異
動
に
伴
い
退
任
さ
れ
た
理

事
の
方
に
代
り
、
新
た
に
２
名
の
理

事
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

退
任
役
員(

敬
称
略) 

常
務
理
事 

 
 

今
井 

俊
雄 

新
任
役
員(

敬
称
略
） 

常
務
理
事 

 
 

櫛
田 

正
夫 

 

理 
 

事 
 

 

三
武 

孝
尚 

５
月
29
日
、
平
成
27
年
度
定
時
総

会
は
、
小
林
厚
木
市
長
、
石
井
厚
木

市
議
会
議
長
、
野
元
福
祉
部
長
を
迎

え
、
会
員
９
５
３
名
（
委
任
状
含
む
）

の
出
席
の
な
か
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
３
件
の
報
告
が

な
さ
れ
た
あ
と
、
議
案
４
件
を
審
議

し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
27
年
度
定
時
総
会
開
催 

事
業
計
画
・収
支
予
算 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

事
業
報
告
・収
支
決
算 

 
 

役 

員 

選 

任 
 

事 業 実 績 平成２６年度 平成２５年度 増 減 前年度比

平成２６年度事業報告

契 約 金 額 ３９２，１２４千円 ３６８，０６７千円 ２４，０５７千円 　６．５％

受 託 件 数 ４，４３４件 ４，５６１件  △  　　　　１２７件 △　２．８％

会 員 数 １，０６０人 １，０４５人 １５人 １．４％

入 会 率 １．６３％ １．６３％ － －

就 業 実 人 員 １，０４１人 １，０１６人 ２５人 　２．５％

就 業 率 ９８．２０％ ９７．２２％  　０．９８ポイント －

就 業 延 人 員 ９２，６４９人日 ８８，５９７人日 ４，０５２人日 ４．６％

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 
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地
域
活
動
委
員
会 

  

委
員
長 

望
木
文
夫 

  

当
委
員
会
は
、
活
発
な
地
域
班
活
動

を
通
じ
て
人
の
輪
、
地
域
の
輪
を
広

げ
左
記
の
具
体
的
な
活
動
計
画
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
で
セ
ン
タ
ー
の

事
業
目
的
の
遂
行
を
図
っ
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                    

 
 そ

の
た
め
に
は
、
課
題
で
あ
る 


 

地
域
班
会
議
の
出
席
率
向
上 


 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ね
ん
り
ん
特

別
号
の
全
戸
配
付
へ
の
参
加
率

向
上 


 

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
対

す
る
積
極
的
な
参
画 

な
ど
会
員
皆
さ
ま
の
協
力
を
是
非

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

                    

 
 

 

   

平
成
26
年
度
第
２
回
地
域
班
会
議

は
、
２
月
９
日
～
20
日
に
か
け
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

                        

 
 

     

地　域 日　　時 場　　所

厚木北 6月23日（火）13時30分 厚木北公民館2階集会室

厚木南 6月25日（木）10時00分 厚木南公民館2階集会室

依知北 6月16日（火）13時30分 依知北公民館1階集会室１・２

依知南 6月26日（金）13時30分 依知南公民館2階集会室

睦合北 6月15日（月）13時30分 睦合北公民館1階大会議室

睦合南 6月22日（月）13時30分 睦合南公民館2階集会室

睦合西 6月26日（金）13時30分 睦合西公民館2階集会室

荻野北 6月17日（水）13時30分 上荻野分館1階集会室

荻野南 6月19日（金）13時30分 荻野公民館2階集会室

荻野東 6月18日（木）13時30分 荻野公民館2階集会室

小　鮎 6月17日（水）13時30分 小鮎公民館2階集会室

玉　川 6月18日（木）10時00分 玉川公民館1階会議室

南毛利 6月25日（木）13時30分 南毛利公民館1階集会室

愛　甲 6月22日（月）13時30分 愛甲公民館1階集会室

相　川 6月19日（金）13時30分 相川公民館1階集会室

緑ヶ丘 6月24日（水）13時30分 緑ヶ丘公民館2階学習室

森の里 6月23日（火）13時30分 森の里1丁目自治会館集会室

※地域班会議が同日開催の場合、交通安全講習会（30分程度）を先に行う地域班

　　（厚木北、依知北、依知南、睦合南、睦合西、荻野東、小鮎、愛甲）

平成２７年度第１回地域班会議・交通安全講習会日程表

地 

域 

班 

会 

議 

具 体 的 な 活 動 計 画 
センター 
の目的 

 

受
注
の
拡
大
と
会
員
の
増
強 

 

公
益
目
的
事
業
の
推
進 

 

地
域
社
会
活
性
化
へ
の
貢
献 

会員一人ひとりのご協力と積極的な参画をお願いします 

 

情
報
提
供
と
課
題
の
共
有
化 


 

地
域
班
会
議 

年
２
回
の
開
催
（
６
月
・
２
月
） 


 

地
域
活
動
委
員
会 

年
４
回
開
催 

（
４
月
・
７
月
・
11
月
・
１
月
） 


 

各
地
区
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
開
催
（
年
間
適
宜
） 

 

 

各
地
区
独
自
活
動
の
実
施
（
年
間
適
宜
） 

 

繁
忙
期
の
体
制
支
援 


 

就
業
応
募
者
へ
の
協
力
依
頼
（
繁
忙
期
） 

 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
７
月
）
と
ね
ん
り
ん
特
別
号
（
10
月
）
の
全

戸
配
付 

 

地
域
貢
献
活
動
の
推
進 


 

地
域
班
独
自
活
動
（
年
間
適
宜
） 


 

シ
ル
バ
ー
の
日
（
10
月
の
第
３
土
曜
日
） 

出席率はセンター全体で 

４９．５％でした。 

平成 27 年度第１回地域班会議が左記日程表の

とおり開催されます。 地域班会議はセンターと

会員、そして会員間の情報提供と意見交換を行う

貴重な会議体です。積極的に参加しましょう。 

 案件 

 ①受注情報の提供 

 ②安全・適正就業強化月間について 

 ③普及啓発リーフレット等の配付について 

 ④情報交換 

  皆さまの活発なご意見を期待しています。 
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業
務
開
拓
委
員
会 

  

委
員
長 

荻
山
清
治 

会
員
の
増
強 


 

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
会
員
増

強
の
展
開 

普
及
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
全

戸
配
付
、
企
業
訪
問
時
の
活
用
、

会
報
特
別
号
へ
の
啓
発
記
事
の
掲

載
等
を
、
関
連
委
員
会
と
連
携
し

て
進
め
ま
す
。 


 

会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研

修
会
の
充
実 

・
入
会
申
込
者
接
遇
研
修
時
の
、

総
務
委
員
を
中
心
と
し
た
「
体

験
接
遇
マ
ナ
ー
講
話
」
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ゆ
き
ま
す
。 

・
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
と
会
員

マ
ナ
ー
の
醸
成
を
視
点
と
し
て
、

セ
ン
タ
ー
全
体
の
研
修
会
の
現

状
把
握
を
行
い
ま
す
。 


 

女
性
会
員
の
募
集
強
化 

後
期
計
画
の
重
点
方
針
で
あ
る

「
女
子
会
」
の
結
成
を
４
月
に
行

い
、
名
称
を
「
女
子
の
会
『
さ
つ

き
』
」
と
定
め
ま
し
た
。
構
成
は
「
各

委
員
会
の
女
性
委
員
」
、
「
家
事
援

助
班
正
副
班
長
」
、
「
総
務
委
員
会

正
副
委
員
長
」
、
「
事
務
局
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
会
の
活
動
が
、
女
性
会
員
の

募
集
強
化
に
結
び
つ
く
よ
う
試
み

て
行
き
ま
す
。 

「
女
子
の
会
『
さ
つ
き
』
」
の
話
し

合
い
と
そ
の
具
現
化
の
行
程
を
左

記
の
図
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。 

                  

組
織
体
制
の
充
実 


 

会
員
情
報
の
整
備 

平
成
28
年
度
の
会
員
情
報
一
斉

調
査
に
向
け
、
情
報
の
精
度
向
上
、

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
現
状
把

握
と
検
討
を
行
い
ま
す
。 

  

委
員
長 

宇
喜
田
英
郎 

  

業
務
開
拓
委
員
会
は
、
シ
ル
バ
ー
事

業
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
運
営
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
五
つ
の
委
員
会
の
一

つ
で
、
主
と
し
て
「
事
業
部
門
」
を
受

け
持
ち
、
委
員
長
以
下
５
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
所
掌
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 


 

就
業
先
の
開
拓
・
提
供 


 

職
種
班
の
設
置
・
充
実 


 

受
託
・
独
自
事
業
及
び
派
遣
事
業

の
開
拓 


 

適
正
就
業
の
推
進 

課
題 

 

昨
今
の
高
年
齢
者
の
労
働
環
境
は
、

団
塊
の
世
代
が
65
歳
を
迎
え
、
労
働
市

場
か
ら
退
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
て

65
歳
以
上
の
年
齢
層
の
人
口
が
総
人

口
の
25
％
を
超
え
る
と
い
う
超
高
齢

社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
こ
れ
ら
高
年
齢
者
が
本
格
的
な

職
業
生
活
か
ら
退
い
た
後
、
シ
ル
バ
ー

会
員
と
し
て
引
き
続
き
「
働
く
」
こ
と

へ
の
意
欲
を
示
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て

如
何
に
し
て
質
の
高
い
就
業
の
場
を
継

続
的
に
確
保
し
、
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
か
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

計
画 

 

平
成
27
年
度
セ
ン
タ
ー
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
基
本
計
画
の
「
五
大
視
点
」

の
一
つ
と
し
て
「
受
注
の
拡
大
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。 


 

役
員
・
会
員
に
よ
る
民
間
企
業
へ

の
定
期
訪
問
、
会
員
の
経
歴
を
活

か
し
た
受
注
拡
大 


 

高
齢
者
世
帯
等
の
生
活
支
援
の

展
開 


 

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
推
進 


 

広
報
媒
体
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
会

報
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
）
を
活
用

し
た
受
注
拡
大 


 

公
共
の
継
続
業
務
等
に
対
す
る

就
業
開
拓 

 

仕
事
を
受
注
す
る
に
は
、
受
け
身

で
は
な
く
、
積
極
的
に
地
域
社
会
へ

出
て
開
拓
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が

必
要
で
す
。 

 

ひ
と
つ
で
も
多
く
の
受
注
を
目
指

す
た
め
会
員
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
情

報
提
供
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

情
報
提
供
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

総
務
委
員
会 

会員皆さまからの、様々な意見・提言 

 

女子の会『さつき』での話し合い（課題・提言のまとめ） 

 

総務委員会・事務局でのフォロー（課題・提言の仕分け） 

 

関連委員会へ検討依頼 

センター事業運営へ反映 

 

女性会員の増強に関して、 

会員皆さまからのご意見 

・提言をお待ちしています。 
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安
全
管
理
委
員
会 

0

5

10

15

20

H22 H23 H24 H25 H26

賠償事故

傷害事故（就業中）

傷害事故（就業途上）

重篤事故

各年度毎の

事故件数

  

委
員
長 

古
舘
博
士 

 

課
題 
安
全
就
業
の
徹
底
に
向
け
て 

 

左
記
の
図
の
如
く
過
去
５
年
の
賠
償

事
故
、
傷
害
事
故
、
重
篤
事
故
の
総
計

は
斬
減
し
て
お
り
、
会
員
皆
さ
ま
の
努

力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

           

他
方
、
内
訳
を
み
ま
す
と
賠
償
事
故

の
比
率
が
50
％
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
賠
償
事
故
は
、
お
客
様
に
多
大
な

迷
惑
を
か
け
た
事
を
意
味
し
、
契
約
の

解
除
や
信
用
低
下
な
ど
セ
ン
タ
ー
事
業

に
影
響
を
与
え
、
結
果
的
に
他
の
会
員

の
就
業
機
会
を
失
う
事
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

以
上
か
ら
、
今
年
度
は
賠
償
事
故
・

ト
ラ
ブ
ル
の
低
減
に
向
け
て
安
全
・
適

正
就
業
の
た
め
の
制
度
の
運
用
を
中
心

に
以
下
の
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。 

安
全
就
業
基
準
の
推
進 


 

就
業
先
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

安
全
適
正
就
業
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
検
討 


 

安
全
・
適
正
就
業
の
た
め
の
制
度

の
導
入
（
10
月
～
） 

安
全
指
導
や
講
習
会
の
充
実 


 

安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行 


 

交
通
安
全
・
応
急
処
置
等
講
習
会 

会
員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化 

７
・
８
月
は
計
６
回
24
箇
所
実
施 

10
・
11
月
は
計
６
回
24
箇
所
実

施
予
定 

定
期
的
な
健
康
診
断
受
診
や
体
力
測
定

な
ど
の
実
施
の
啓
発 

安
全
適
正
就
業
強
化
月
間
７
月 

地
域
班
会
議
な
ど
で
周
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安全ニュース 

■ いよいよ夏、こんな時は熱中症かも 

「吐き気がする」「頭が痛い」「呼吸が 

早い」「唇が痺れる」「反応が鈍る」 

「言動がおかしい」「脈が速く、弱い」 

「筋肉に痛みとけいれんがある」 

「めまいがする」 

■ 先ずは実践、夏を快適に 

「こまめに水分・塩分をとる」 

「休息は風通しの良い涼しい場所で」 

「十分な睡眠」「疲労をためない」 

 ■ 安全・適正就業のための制度について 

お知らせします。 

皆さまのご理解と協力をお願いします。 

１回目 

２回目 

３回目 
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委
員
長 

庄
司
耕
治 

 

広
報
活
動
の
目
的 


 

企
業
市
民
も
含
め
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
セ
ン
タ
ー
の
存
在
や
価

値
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と 


 

そ
の
結
果
と
し
て
市
民
か
ら
就

業
機
会
を
頂
い
た
り
、
新
た
な
会

員
を
増
や
す
こ
と 


 

会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
セ
ン

タ
ー
の
課
題
や
組
織
活
動
を
よ

り
良
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と 


 

そ
し
て
会
員
の
理
解
と
協
力
意

識
を
高
め
、
相
互
教
化
の
風
土
を

養
い
結
果
と
し
て
個
々
人
や
組

織
力
の
強
化
を
図
る
こ
と 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

課
題 

 

昨
年
秋
の
特
別
号
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
各
自
治
連
の
会
長
さ
ん
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
私

達
「
厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
内
容
が
あ
ま
り
市
民
に
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
活
動
内
容
を
説
明
す
る
と

各
地
域
と
も
一
様
に
私
達
の
活
動
に
対

し
て
理
解
を
示
さ
れ
、
歓
迎
す
る
旨
の

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

先
ず
は
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
が

喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。 

新
た
な
取
り
組
み 


 

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
公
共
施
設
、

あ
る
い
は
同
世
代
の
人
々
が
利

用
す
る
商
業
施
設
に
掲
示
し
、
目

に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。 


 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
有
効
活
用
し
受
注
や
入

会
の
促
進
を
図
り
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
HP
）
活
用
に
向
け
て 

 

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
ら
な
い
市
民

は
ど
う
や
っ
て
私
達
の
HP
を
知
る
の

で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
左
記
の
よ
う
に

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
よ
っ
て
で
す
。
そ

こ
で
皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。 

              

  

パ
ソ
楽
同
好
会 

会
長 

飯
島
洋
治 

 

当
同
好
会
は
、
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
く

パ
ソ
コ
ン
を
学
び
た
い
方
向
け
に
、
シ

ル
バ
ー
世
代
の
同
志
が
集
ま
っ
て
結
成

し
、
早
10
年
。
今
で
は
初
心
者
か
ら
習

熟
者
ま
で
約
50
名
の
会
員
が
、
月
３
回
、

情
報
プ
ラ
ザ
で
楽
し
く
パ
ソ
コ
ン
を
学

ん
で
い
ま
す
。
お
二
人
の
会
員
よ
り
、

サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

会
員 

高
野
慶
子
さ
ん
記 

 

２
年
前
に
主
人
と 

一
緒
に
入
会
し
ま
し 

た
が
、
当
初
は
キ
ー 

ボ
ー
ド
が
な
か
な
か 

打
て
ず
、
又
パ
ソ
コ 

ン
の
操
作
も
解
ら
ず 

悩
み
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
２
年
で
ワ
ー
ド
の
レ

シ
ピ
作
成
や
名
刺
作
成
、
エ
ク
セ
ル
の

名
簿
作
成
、
写
真
の
動
画
風
編
集
、
電

子
メ
ー
ル
操
作
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検

索
な
ど
沢
山
教
わ
り
ま
し
た
。
講
義
で

解
ら
な
い
時
は
、
お
助
け
マ
ン
が
、
常

に
５
～
６
名
い
て
大
変
心
強
く
、
又
教

材
も
初
心
者
に
解
り
や
す
く
事
前
に
メ

ー
ル
で
送
信
さ
れ
る
た
め
予
習
・
復
習

も
で
き
、
確
実
に
自
分
の
も
の
に
な
り

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
助
け
マ
ン 

伊
達
正
雄
さ
ん
記 

以
前
、
テ
レ
ビ
で
90
代
の
女
性
が

10
年
間
、
花
の
絵
を
か
い
て
ブ
ロ
グ
で

毎
日
紹
介
し
、
訪
問
者
の
件
数
が
２
万

回
以
上
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
で
も
楽
し
め
る

の
が
パ
ソ
コ
ン
で
、
当
同
好
会
も
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。 

想
い
出
の
写
真
を
動
画
風
ア
ル
バ
ム

に
し
た
会
員
の
作
品
を
、
借
り
切
っ
た

ス
ナ
ッ
ク
で
軽
食
を
食
べ
な
が
ら
鑑
賞

会
を
開
い
た
り
、
さ
ら
に
新
年
会
で
は

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
の
昼
食
バ
イ
キ

ン
グ
で
楽
し
い
ひ
と
時 

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ワ
ー
ド
で
料 

理
の
レ
シ
ピ
を
作
り
、 

パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ン
タ
ー 

の
調
理
室
を
借
り
て
、 

自
前
の
料
理
で
忘
年
会 

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ

て
の
パ
ソ
コ
ン
は
大
勢
の
人
と
出
会
い

が
あ
り
、
美
味
し
い
食
事
も
で
き
、
い

つ
も
心
躍
る
毎
日
で
す
。W

i
n
d
o
w
s

8.1

の
登
場
で
困
っ
て
い
る
方
や
パ
ソ
コ
ン

を
も
っ
と
習
得
し
た
い
方
は
、
是
非
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

電
話 

２
２
８
ー
８
２
２
４ 

飯
島 

広
報
委
員
会 

『厚木市 除草』『厚木市 家事援助』等の 

キーワードを入力して検索してください。 

きっと私達の HP 紹介が見つかるはずです。 

皆さんが検索経由で HP にアクセスするこ

とを繰り返すことで徐々に検索会社の信用

が高まり「より目につき易い場所」に私達の

HP 紹介を掲示してくれる様になります。 

お願い→HP へのアクセスは検索経由で！ 

 

 

サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介 
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シ
リ
ー
ズ
15
回
目
は
下
荻
野
に
お

住
ま
い
の
大
西
や
す
子
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

「
オ
フ
ク
ロ
、
こ
ん
な
仕
事
も
あ

る
よ
！
」
と
、
息
子
に
背
中
を
押
さ

れ
て
入
会
し
、
早
い
も
の
で
２
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在

も

知

ら

ず
、
こ
の

歳

に

な

っ

て

も

働

か

せ

て

い

た

だ
け
る
場
が
あ
る
と
い
う
事
が
と
て

も
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
10
月
か
ら
２
軒
の
お
宅
の

家
庭
内
清
掃
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

水
回
り
の
清
掃
や
窓
ふ
き
、
お
部

屋
の
掃
除
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
ー
テ
ン

を
洗
っ
た
と
き
に
、「
部
屋
が
明
る
く

な
っ
た
よ
！
」
と
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
か
月
も
た
た
な
い
う
ち
に

私
が
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
ご
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

 

入
院
中
は
有
り
難
い
こ
と
に
依
頼

さ
れ
て
い
る
お
宅
の
方
、
セ
ン
タ
ー

の
方
、
ま
た
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
る
仲
間
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル
で
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
陰
様
で
、

１
か
月
程
で
退

院
し
、
お
仕
事
に

復
帰
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

現
在
も
２
軒
の
お
宅
に
お
掃
除
に

行
き
、
今
日
は
こ
の
場
所
、
次
回
は

こ
の
場
所
を
と
、
時
に
は
世
間
話
を

交
え
な
が
ら
楽
し
く
お
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
元
気
に
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

さ
つ
ま
い
も
と
ひ
き
肉
の
甘
辛
炒
め 

投
稿 

 

荻
野
南 

佐
藤
邦
子
さ
ん 

● 

作
り
方 

① 

さ
つ
ま
い
も
は
４
㎝
長
の
拍
子

切
り
し
、
た
っ
ぷ
り
の
水
に
10
分

ほ
ど
さ
ら
し
て
お
く
。 

② 

➀
の
さ
つ
ま
い
も
の
水
気
を
切

り
、
ラ
ッ
プ
を
か
け
、
レ
ン
ジ
（
５

０
０
ｗ
）
で
３
分
半
加
熱
す
る
。 

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
ゴ
マ
油
を
中
火

で
熱
し
長
ネ
ギ
、
生
姜
を
炒
め
香

り
が
出
た
ら
ひ
き
肉
を
加
え
白

っ
ぽ
く
な
る
ま
で
炒
め
②
を
加

え
る
。 

④ 

③
に
合
わ
せ
調
味
料
を
入
れ
て

ひ
と
煮
た
ち
さ
せ
、
水
溶
き
片

栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。 

⑤ 

最
後
に
器
に
盛
り
長
ネ
ギ
の
青 

い
個
所
を
切
り
散
ら
す
。 

                      

   

今
回
は
依
知
の
村
田
さ
ん
の
写
真

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

写
真
が
趣
味
の
方
、
掲
載
す
る
写
真

を
お
持
ち
の
方 

市
民
の
皆
さ
ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

応
募
方
法 

メ
ー
ル
又
は
電
子
媒
体
で 

締
め
切
り 

９
月
10
日
（
木
） 

メ
ー
ル 

0
0
7
0
atsu

gisc
@

sjc
.n

e
.jp

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

投
稿
写
真 

● 

材 

料
（
２
人
分
） 

 

・
さ
つ
ま
い
も
中 

 
 

 
 

１
本 

・
長
ネ
ギ
（
み
じ
ん
切
り
）
１/

２

本 ・
生
姜
（
み
じ
ん
切
り
） 

１
片 

・
豚
挽
き
肉 

 
 

 
 

 

70
ｇ 

・
ゴ
マ
油 

 
 

 
 

 

大
さ
じ
１ 

・
水
溶
き
片
栗
粉 

 
 

小
さ
じ
２ 

●
合
わ
せ
調
味
料 

・
水 

 
 

 
 

 
 

60

ml 

・
ス
ー
プ
の
素 

 
 

小
さ
じ
１ 

・
酒 

 
 

 
 

 
 

大
さ
じ
１ 

・
醤
油 

 
 

 
 

 

大
さ
じ
１ 

・
み
り
ん 

 
 

 
 

大
さ
じ
１ 

調
味
料
は
先
に
混
ぜ
て
お
く
。 

 
 

 
 

 

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス 
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編
集
後
記 

 

今
回
は
、
５
月
29
日
の
定
時
総
会

を
受
け
て
、
各
委
員
会
委
員
長
の
活

動
方
針
の
紹
介
を
重
点
に
紙
面
を

構
成
し
ま
し
た
。 

 

全
体
と
し
て
硬
い
感
じ
の
「
ね
ん

り
ん
」
と
な
り
ま
し
た
が
会
員
各
位

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
目
標
・

課
題
を
共
有
し
実
り
あ
る
平
成
27

年
度
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
第
１
回
理
事
会
（
５
月
１
日
（
金
）
） 

審
議
事
項
「
平
成
26
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
」
、
「
役
員
の
報
酬
等
及

び
費
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
」

「
平
成
27
年
度
定
時
総
会
」
、
「
正
会

員
入
会
申
込
者
」
の
５
件
が
議
題
と
な

り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

○
第
２
回
理
事
会
（
５
月
29
日
（
金
）
） 

審
議
事
項
「
常
務
理
事
の
選
定
」
、

「
正
会
員
入
会
申
込
者
」
の
２
件
が
議

題
と
な
り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

  

○
家
事
援
助
研
修
会 

実
施
日 

６
月
23
日
（
火
）
９
時
30
分 

場 
 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 
 

容 

家
庭
掃
除
や
マ
ナ
ー
ほ
か 

募
集
人
数 

30
名
程
度 

※ 

家
事
援
助
を
希
望
す
る
未
就
業

会
員
優
先 

○
「
普
及
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
配
付 

実
施
月 

７
月
（
２
週
間
程
度
） 

場 
 

所 

市
内
全
域
（
依
知
北
・
依
知

南
・
玉
川
・
森
の
里
地
区
を

除
く
） 

○
「
一
日
奉
仕
の
日
」 

実
施
日 

７
月
25
日
（
土
）
８
時
～
９
時 

場 
 

所 

厚
木
中
央
公
園 

内 
 

容 

公
園
除
草
・
清
掃 

※ 

詳
細
は
別
添
の
と
お
り 

○
第
１
回
応
急
処
置
講
習
会 

実
施
日 

９
月
16
日
（
水
）
13
時
30
分 

場 
 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 
 

容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
等
に
よ
る
救
命
講
習 

募
集
人
数 

20
名
程
度 

○
歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
講
習
会 

実
施
日 

第
１
回 

９
月
17
日
（
木
） 

第
２
回 

10
月
28
日
（
水
） 

各
回
13
時
30
分 

場 
 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 
 

容 

歩
行
横
断
体
験 

募
集
人
数 

各
回
30
名
程
度 

○
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」 

実
施
日 

10
月
17
日
（
土
）
前
後 

場 
 

所 

各
地
域
班 

内 
 

容 

公
共
施
設
等
の
除
草
・
清
掃 

会
報
特
別
号
配
付
（依
知
北
・依
知

南
・玉
川
・森
の
里
地
区
） 

 

※ 

「
研
修
会
・
講
習
会
」
及
び
「
一
日

奉
仕
の
日
」
の
参
加
申
込
み
は
事
務

局
ま
で
（
普
及
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

付
及
び
シ
ル
バ
ー
の
日
は
地
域
班
長
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
２
２
４
）
９
５
８
５ 

    

セ
ン
タ
ー
と
会
員
の
関
係
は
、
法
人

と
そ
の
構
成
員
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
は

会
員
が
希
望
す
る
仕
事
を
把
握
し
、
会

員
に
適
し
た
仕
事
を
発
注
者
か
ら
引

き
受
け
、
会
員
に
提
供
し
、
会
員
が
そ

の
仕
事
の
完
成
又
は
遂
行
す
る
と
い
う

関
係
が
成
立
し
ま
す
。 

発
注
者
に
対
し
て
、
仕
事
を
適
切
に

完
成
又
は
遂
行
す
る
義
務
を
負
う
の

は
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
会
員
は
セ
ン
タ
ー

に
対
し
て
仕
事
を
完
成
又
は
遂
行
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
配
分
金
は
、
会
員
が
仕
事
を

完
成
又
は
遂
行
し
た
仕
事
の
成
果
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
賃
金

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

   
 

正
会
員
会
費
３
千
円
の
納
入
基
準

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○ 

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
登
録 

し
た
正
会
員
は
、
毎
事
業
年
度
の
４ 

月
末
ま
で
に
継
続
又
は
退
会
の
意 

思
を
示
し
、
退
会
の
意
思
を
示
さ 

な
い
場
合
は
継
続
の
意
思
を
示
し 

た
も
の
と
し
、
６
月
末
ま
で
に
会
費 

を
納
入
す
る
。 

○ 

納
入
期
限
ま
で
に
会
費
を
未
納
の 

正
会
員
が
、
督
促
を
行
っ
て
も
な
お 

何
の
意
思
を
示
さ
ず
、
指
定
し
た 

期
日
ま
で
に
会
費
を
納
入
し
な
い 

場
合
は
、
当
該
会
員
が
退
会
の
意 

思
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
退
会
の 

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

  
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
自
主
サ

ー
ク
ル
活
動
と
し
て
、
新
た
に
「
ゴ
ル
フ

同
好
会
」
を
発
足
す
る
こ
と
に
伴
い
、
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
そ
の
他
に
も
会
員
同
士
の
仲

間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
新
規
サ
ー
ク
ル

活
動
の
発
起
人
を
募
集
し
ま
す
。
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

人
事
異
動 

 

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
、

櫛
田
前
事
務
局
次
長
が
事
務
局
長
に

就
任
し
、
新
た
に
朝
倉
事
務
局
次
長
が

着
任
し
ま
し
た
。 

          

会
員
数
（平
成
27
年
５
月
31
日
現
在
） 

・男
性
７
９
５
人 

・女
性
２
８
７
人 

合
計
１
０
８
２
人   

事
業
の
計
画(

６ 

月 

～ 

10 

月
） 

 

正
会
員
会
費
の
納
入
基
準 

   

 

理
事
会
報
告(

４ 

月 

～ 

５ 

月
） 

 

「
請
負
・
委
任
」
に
よ
る 

セ
ン
タ
ー
と
会
員
の
関
係 

 

 
新
規
サ
ー
ク
ル
活
動
発
足
支
援 

 

 

 
 

事 

務 

連 

絡 

 

 事務局長 櫛田正夫 

事務局次長 朝倉國夫 


